



























































グゼクティブ教育における教育環境、の具体的な 3 点の視点から考察を行った。 
 









































































の地理的多様性を MESGO 同様に確保できた。しかしながら、これは Tokyo2020 という特別な
 
 
条件下でこそ成立できたと考えられ、今後も積極的に学生の出身地の地理的多様性を意識し
た募集や入試を考える必要がある。最後に、大学院設置上の法的な側面として、日本における
スポーツエグゼクティブ教育を集中講義 10 回論文指導、最終的に論文を提出することによって、
修了要件の 30単位を満たすことは可能であると考えられた。しかしながら、複数大学によって欧
州では大学院プログラム運営をされていることを参考にするならば、日本やアジアの複数大学が
組んで大学院プログラムを構築し、それぞれの大学ができる範囲でセッションを受け持つことで、
我が国においてスポーツエグゼクティブ教育を行う大学院プログラムを開講する可能性は高まる
ことが示唆された。 
 
